常陸大宮済生会病院　地域医療後期研修プログラム

1) はじめに

　常陸大宮済生会病院は茨城県北部の急性期医療を担うべく2006年7月に開院した新しい病院です。開院以来地域医療の充実を目指し職員一同一致団結して努力しているところです。スタッフの多くは自治医科大学の卒業生であり、地域医療の経験を踏まえて勤務しているもの、義務年限内の若いスタッフなど、医療以外のバックアップも可能であることが特徴です。
　当院での後期研修は、地域医療を志す医師にとって最良の研修となると考えております。
2) 対象

自治医科大学地域医療後期研修プログラム研修医

3) 研修目標

i) 外来診療
初診及び再診外来を1人でできるようにする
医療及び福祉サービスについて理解できるようにする
主治医意見書及び訪問看護計画書が作成できるようにする

ii) 救急

1次及び2次救急に対応でき、自らの限界を知り、後方病院へ適切に紹介あるいは搬送を行うことができるようにする。

iii) 入院管理

急性期治療での入院管理ができるようにする。
退院後の外来治療計画を立てられるようにする

iv) 病診連携
地域の開業医、後方病院との良好な関係が保てるようにする

v) 行政との連携及び保健事業
予防接種事業、健康診断事業へ参加できるようにする
4) 研修内容

i) 消化器内科：上部・下部内視鏡検査及び止血処置、イレウスチューブの挿入・管理、内視鏡下胃ろう造設・管理、腹部超音波検査、血管造影、経鼻胆管ドレナージ、内視鏡的逆行性胆管膵管造影など
ii) 循環器内科：心臓超音波検査（カラードップラー、経食道）、冠動脈造影及び冠動脈インターベンション、体外式及び永久式ペースメーカー埋め込み術など
iii) 呼吸器内科：気管支鏡検査、禁煙指導、睡眠時無呼吸症候群に対する評価及び治療計画を立てる、胸腔ドレナージの対応
iv) 外科：消化器外科疾患に対する診断及び治療計画の立案、術後管理、上部・下部内視鏡検査及び消化管出血に対する止血処置、イレウスチューブの挿入・管理、内視鏡下胃ろう造設・管理、経肛門イレウスチューブ挿入･管理、腹部超音波検査、甲状腺及び乳房超音波検査、経鼻胆管ドレナージ、化学療法、縫合処置、など
v) 呼吸器外科：胸腔ドレナージの対応、呼吸器外科疾患に対する診断および治療計画の立案、術後管理、化学療法など

vi) 小児科：急性疾患に対する対応、予防接種及び乳幼児健診など

vii) 麻酔科：安全な気道確保、周術期管理、急性期疼痛管理、集中治療など

viii) 整形外科、脳神経外科、放射線科については非常勤医師による対応となるため、双方で調整が必要
5) 指導者など
１．伊東紘一　院長、内科担当

２．小島正幸　研修責任者、診療部長、外科担当（消化器一般外科）

３．杉山照幸　研修指導者、内科担当（消化器内科）

４．小形幸代　研修指導者、内科担当（循環器内科）

５．中山雅之　研修指導者、内科担当（呼吸器内科）

６．岡崎洋雄　研修指導者、外科担当（呼吸器外科）

７．横山卓　　研修指導者、外科担当（消化器一般外科）

８．熊谷秀規　研修指導者、小児科担当

6) スケジュール（適宜相談）
